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【目的】 

国民の生活習慣やリスク要因は時代とともに変化しており、地域や世代間の格差が生じると考

えられる。本研究は、日本国民を代表する集団である国民健康・栄養調査（国民栄養調査）のデ

ータ推移分析により、都道府県単位の平均寿命別に栄養摂取状況の差を明らかにし、生活習慣病

予防のための最新の優先的課題を明らかにすることを目的とした。 

 

【方法】 

1995-2016 年のうち 14 年分（1 期：1995-97 年、2 期：1999-2001 年、３期；2003-5 年、４期 2007-

9 年、５期 2012 年、６期 2016 年）の国民健康・栄養調査（国民栄養調査）の 40-69 歳を分析対象

とした。2000 年の平均寿命別に都道府県を 4 群（平均寿命が高い方から男性：M1-M4、女性：F1-

F4）に分類し、身体計測値、栄養摂取状況（食品群分類が共通である 2001 年以降）の推移を検討

した。2010 年の 10 歳階級別人口に基づき年齢調整した。 

 

【結果】 

BMI（kg/m2）は 1 期から 6 期まで男性は増加、女性は低下傾向、男性６期は M1: 23.9、M4: 24.5、

差が 0.6 であったのに対し、女性６期は差がなかった。エネルギー（kcal/日）、炭水化物（g/日）、

食塩相当量（g/日）は 2 期から 6 期まで男女ともに低下傾向にあり、平均寿命による比較では、明

らかな差を認めなかった。女性は平均寿命の長い群は、他の群と比較して、総脂質（g/日）、動物

性脂質（g/日）、飽和脂肪酸（g/日）がやや低い値で推移する傾向を認めた。また、女性は平均寿

命の長い群は、他の群と比較して、たんぱく質・脂質エネルギー比率がやや低い値で推移し、炭

水化物エネルギーは高い値で推移する傾向を認めた。食品群別の比較では、女性は平均寿命の長
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い群は、他の群と比較して野菜類（g/日）が高値で推移していたが、果物は 2 期から 6 期まで男女

ともに低下傾向にあり、平均寿命による比較では、明らかな差を認めなかった。 

 

【考察】 

日本国民を代表する標本による国民健康・栄養調査の 20 年間のデータ推移分析により、都道府

県単位の平均寿命別に身体計測値、栄養摂取状況の差を明らかにした。今回の分析では統計学的

検定を行っていないため、結果は主に推移について記述するに留めた。 

 

【結論】 

 平均寿命に影響を与える BMI、栄養摂取状況は、性別により異なる可能性が示唆された。今

後、平均寿命だけでなく、疾患別の死亡率との関連などを検討する必要がある。 
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